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2009 October Vol.73 No.10 ●「辞める人には、気持ちよく辞めてもらえる

ようにしています」と語るのは、ある急性期病

院の看護部長さん。「人員不足だから、もちろ

ん辞められたら困る。特に中堅に抜けられる

のはきついです。でも、本人にはいろんな事情

がある。それを汲んであげたいなと思うから」

とのこと。興味深いのは、そうやってしこりを

残さず辞めたスタッフのなかには、後に同じ

病院に復職する方が少なからずいるというこ

と。この看護部長さんの病院では今年、なんと

13人もの復職者があったそうです。戻った理

由を聞くと、「親の介護で辞めたが、看取ること

ができたので」「他の病院に行って、元の職場の

よさがわかった」など、本当にさまざま。一般企

業ではまず耳にしない話ですが、看護師さんの

場合、どうなんでしょうか。今はどこの病院で

も慢性的な人員不足と言われていますが、「気

持ちよく辞めてもらうことが人材確保につなが

る」というのは、ちょっといい話です。 【鳥居】

●先日、転んで両肘に10 cm程度の擦り傷を

つくりました。すぐに、傷口の奥深くまで付着

していた砂を綿棒でぐりぐり～っとこすって

落とし、その後、湿潤環境を保ち、2週間程度

である程度治りました。今ではあたりまえの

治し方ですが、私が子どものころは、赤い消

毒液を使用したり、傷口を乾燥させるのがい

いと言われたりしていました。毎日、傷口の処

置を行いながら、医療の進歩を実感してあり

がたがっていましたが、根本的な問題解決に

はいたらないことにも気づきました。やはり、

転ばない体づくりが必要です。転ばない体を

つくるのは、10年たっても変わらない走り込

みです。 【吉田】

編・集・後・記

特集 1

ナラティヴの10年
野口裕二×和田恵美子×大久保功子×宮坂道夫

　看護学雑誌1999年 10月号に、社会学者の野口裕二氏の論文「ナラテ

ィヴ・セラピーとはなにか」が掲載されてから10年がたちました。「ナラ

ティブ（語り、物語）」という言葉は、看護の世界で大いに注目され、受け

入れられたといえるでしょう。

　しかし今、「ナラティブ」の核心が見えなくなっているという反省が多

くの学問分野で生まれつつあるのです。

　看護では、どうでしょうか？ 臨床・研究両面から、現状と展望を語

っていただきます。

特集 2
はかる、わかる、かわる。

糖尿病セルフケア支援
　炭水化物量を測定して行う栄養管理であるカーボカウント法の基礎と

実際、従来は1型糖尿病で主に行われていた血糖自己測定（SMBG）を2

型糖尿病で行うことの効果、現役のドクターが行った糖尿病当事者研究

……糖尿病ケアの現場で今求められるのは、自分の身体を知り、行動を

変えていく、セルフケアの支援。最新のケアを取り上げます。
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